
大阪吃音教室 日曜例会「吃音を考える会」 
 夜尿、吃音、赤面で悩んだ小学校時代の桂花團治さん。その後、出会った落語の世界

が人生の転機となる。修業時代の甲高い声に対するコンプレックスを解消するべく、

約２０年間大蔵流狂言を学び、舞台でも活動する。その声を活かした演目には定評が

あり、発声と姿勢・呼吸法の研究はライフワークとなる。 

 現在、自身の経験や悩みから導き出したコミュニケーション論が評判を呼び、多く

の教育機関で教鞭をとる、「大阪で一番多く教壇に立つ落語家」である。 

 ご縁があり、今回は講師に落語家の桂花團治さんをお招きして講演と落語、声のワ

ークショップをしていただきます。多くの皆さんのご参加をお待ちします。 

 

講演テーマ「ボクの花道∼“弱さ”は身を助ける∼」 

講師：落語家 桂花團治
かつらはなだんじ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年５月２８日（日）１３時３０分～１７時 

アネックスパル法円坂 ３階８号室 

（大阪市中央区法円坂１丁目１－３５）JR、地下鉄「森ノ宮」駅、「谷町四丁目」駅より徒歩１０分 

参加費 会員３００円 未会員５００円（初回は別途、初参加資料代１，７００円） 

主催・問い合せ NPO 法人大阪スタタリングプロジェクト 

℡／FAX ０７２－８２０－８２４４（伊藤） 

 コンプレックスの塊だったボクは、落語と出会ったことで世界が広がり、不器用

ゆえに師匠をはじめとした多くの方々に支えられて、40 年落語家を続けることが

出来ました。壁にぶち当たってばかりの「けもの道」が、 いつしか三代目花團治

への「花道」に。 そんなボクの歩みをご笑聴いただければ幸いです。 

 

１９６２年１０月１０日大阪府豊中市生まれ 

１９８２年 二代目故桂春蝶に入門 

      桂蝶六を名乗る 

１９８８年 毎日放送 

      「落語家新人コンクール」優勝 

２０１５年 三代目桂花團治襲名 

名跡復活で先代が大阪大空襲で亡くなったの

を知り、戦争を題材に創作落語を発表。 

昨年、大阪音楽大学とコラボし、戦争と平和を

テーマにミュージカルを上演 


